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第１学年 算数科学習指導案

日 時 平成１６年 ９月３日（金）研究授業Ⅰ

場 所 １年１組 教 室

児 童 １年１組 ３２名

授業者 高 橋 有 美 （Ｔ１）

川 辺 千 秋 （Ｔ２）

１ 単元名 たしざん

２ 単元の目標

１位数に１位数をたして繰り上がりのある計算のしかたを理解し，それを用いることが

できる。

３ 単元について

（１） 教材について

《教材の関連と発展》

第２学年 第３学年第１学年

④ ● がなんこあるかな ●暗算で計算しようあわせていくつ ふえるといくつ 10
・２位数＋２位数の暗算・加法の意味（合併・増加） ・数の構成に基づく加法計算

・１０以内の加法

①たし算のひっ算 ⑨たし算とひき算のひっ算・０の加法

・２位数＋１ ２位数＝２ ・３位数＋２ ３位数＝３, ,
⑥ 位数の加法 ４位数の加法１０よりおおきいかず ,

・加法の筆算形式・１０＋３などの加法

●そろばんで計算しよう

・珠算の加法⑧ふえたりへったり ②ひき算のひっ算

・求大・３口の加法 減法と混合,

④３けたの数本単元 たしざん

・数の構成に基づく加法計算・繰り上がりのある加法

計算の考え方と習熟

⑤計算のじゅんじょ

・口数の多い加法⑬たしざんとひきざん

・順序数の加法

・異種量の加法 ⑥たし算とひき算のひっ算

・２位数＋１２位数＝３位数,

たし算とひき算⑫

・減法逆の加法

本単元は学習指導要領第１年生の内容[数と計算]「加法及び減法の意味について理解し，

それらを用いることができるようにする 」に基づいて設定された単元である。。

本単元では，これまでの学習をもとにして，１位数に１位数をたして繰り上がりのある加

法計算の仕方を理解し，適用する能力を育てることをねらいとしている。繰り上がりのある

計算はこれがはじめてであり，加法計算の基礎として１年生の重要な内容である。

繰り上がるところを「１０といくつ」ととらえることを基本にして，加数または被加数が
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， 。あといくつで１０になるかに着目して計算方法を理解させ 定着を図るところが重点となる

《本単元で身に付けるべき基礎・基本》

，「 」 。○ 学び合いの活動を通して １０の補数 という考えのよさに気づくことができること

○ 「１０の補数」に着目して，加数や被加数を分解してたす考え方ができること。

○ （１位数）＋（１位数）の繰り上がりのある計算ができること。

（２） 児童について

意識調査を行ったところ，算数の学習が「好き・どちらかといえば好き」が３２名中２

８名 「どちらかといえば嫌い・嫌い」が４名であった。好きな理由は「計算が好きだか，

ら 「楽しいから ，嫌いな理由は「難しいから」であった。学び合いに関しては 「話す」 」 ，

のが好き」な子が多く，友だちの考えを聞くことも 「間違えたところを直せるから 「聞， 」

くとそうだなと思う」など，自分の考えと比較しながら友達の考えを好意的に聞いている

子が多いことが分かった 「話すのが嫌い」という子は，自分の言葉で表現することに自。

信がもてず，恥ずかしい気持ちが先行しているので，話型を示しながら発言の場を与える

ようにしている。

児童はこれまでに，繰り上がりのない１位数どうしの加法，１０＋１位数の加法などを

学習してきている。レディネステストで，未習の「繰り上がりのあるたし算」の問題に取

り組ませたところ，正しく立式し回答できた児童が多かった。そのほとんどが数えたしを

して回答したものと思われる 「繰り上がりのないたし算」を行う時も，指を使って数え。

たしをしている児童が多く 「いくつといくつ」の単元で「１０までの数の合成，分解」，

の考え方ができるようになってはいるものの，それをたし算の念頭操作に生かしている児

童はまだ少ない。

（３） 指導について

まず，加数分解の考え方で答えを求める活動を展開する。問題提示をし，立式させた時

点で，既習のたし算と違い答えが１０より大きくなることに気づかせる 「１０」と「い。

くつ」の和として答えを求める考え方を理解し適用できるようにさせたい。そのために算

10数ブロックを用いて 被加数を１０にするための補数を見つけ 加数を何と何に分けて， ，

のまとまりをつくるのか，思考の過程に沿って具体的に操作することにより理解を深めさ

せる。また，その過程を計算図に書き表す方法も身につけさせ，念頭操作へのステップと

する （被加数が９，８，７の場合）。

次に，被加数より加数が大きい数の場合について考えさせる。既習の加数分解の考え方

で答えを導き出す他に，被加数の方を分解する考え方もとりあげ，ブロック操作を通して

どちらの考え方でも答えが同じであることを確認させる 「１０といくつ」のとらえ方は。

いろいろあることを理解させ，自分の考えやすい方法で計算してよいことを知らせる。

習熟の段階では，カードによる練習を通して，ある程度反射的に答えが求められること

をめざす。大きさ比べ，カードとり，ビンゴなどの活動を取り入れながら，念頭操作で答

えを求めることを繰り返し，速く正確に計算できる力を身に付けさせたい。

《学び合いについて》

主に単位時間の調べる段階の後半に学び合いの場を設定する。自分の考えを発表した

り，友達の考えと比べて聞いたりしながら，１０の補数に着目して，加数や被加数を分解

してたす考え方ができるようにさせる。発表された方法を全員でやってみた後，共通点，

相違点を見つけながら考えを深めさせ，加法計算の基礎となる力を養っていきたい。
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４ 単元の指導・評価計画（本時 １時／１１時間）
単元の目標 関心・意欲・態 数学的な考え方 表現・処理 知識・理解

度

９．たしざん ◎１位数に１位 ・数の構成や ・ までの数の ・１位数に１位 ・１位数に１位10 20
数をたして繰り の補数などの学 構成や の補数 数をたして繰り 数をたして繰り10
上がりのある計 習経験を生かし に着目して計算 上がりのある計 上がりのある計

算のしかたを理 て，１位数に１ のしかたを考え 算ができる。 算のしかたを理

（１１時間） 解し，それを用 位数をたして繰 る。 解する。

いることができ り上がりのある

る。 計算のしかたを

進んで考えよう

とする。

支援計画単位時間ごとの計画 上段 評価規準

（ ）下段 具体の評価規準◎十分満足できる ○おおむね満足できる 評価方法

努力を小単元 時 目 標 学習内容・活動 数学的な考え方 表現・処理 知識・理解関心・意欲・態度 △
要する子

△ よ①９＋４ １ ・１位数どうし ・場面を読み取 ・ の合成・分 ・繰り上がりの ・加数分解によ10 10

り大きいのけいさ ・ の繰り上がりの り，立式する。 解の学習を生か あるたし算のし る計算のしかた

数を表すん ２ ある加法で，加 ・９＋４の計算 し，１位数どう かたについて を理解している， 。10
ときは，・ 数を分解して計 のしかたを考え しの繰り上がり のまとまりに着

「 とい２ 算する方法につ る。 のあるたし算の 目して考えてい 10

くつ」のいて理解する。 ・加数分解によ しかたを考えよ る。

見方をする計算方法をま うとしている。

ることをとめる。 ◎ のまとま ◎ のまとま ◎加数を分解す10 10
思い出さ・被加数が９の りに着目して， りに着目して， ることのよさを

せる。場合の計算に取 ブロック操作を 加数を分けて被 理解している。

り組み，理解を している。 加数にたすこと ○ のまとま10
△ と深める。 ○ブロックを操 を考えている。 りをつくるため 10

いくつに作し， のまと ○ブロックを操 に，加数をある10
なるかブまりに気がつい 作し， のまと 数の和として考10
ロックをている。 まりを意識して えればよいこと

操作させ（発言・観察） 考えている。 を理解している。

る。（ ） （ ）観察・ノート 観察・ノート

△加数を

10分けて

のまとま

りをつく

ることを

ブロック

の動きで

確かめさ

せる。

△ブロッ３ ・１位数どうし ・被加数が８， ・加数分解によ ・被加数が８，

クを操作・ の繰り上がりの ７の場合の計算 る計算が確実に ７の場合でも，10
しながら４ ある加法で，加 のしかたを考え できる。 のまとまりをつ

計算の手・ 数を分解して計 る。 くればよいこと

順を確認４ 算する方法の理 ・加数分解によ を理解している。

させる。解を確実にする る計算方法につ。

いて理解を深め ◎ のまとま ◎ のまとま10 10
△ブロッる。 りを意識して加 りをつくること

ク操作を・計算練習に取 数分解で答えを のよさを理解し

10り組む。 導き出すことが ている。 もとに，

のまとまできる。 ○ のまとま10
りをつく○被加数が９以 りをつくって考

ることで外の場合でも， えればよいこと

容易に答正確に答えを導 を理解している。

えが得らき出すことがで 観察・ノート（ ）

れることきる。

を理解さ（ ）観察・ノート
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せる。

△９＋４②３＋９ １ ・１位数どうし ・場面を読み取 ・被加数，加数 ・被加数分解に

の計算をのけいさ の繰り上がりの り 立式をする の大小に関係な よる計算のしか本 ， 。

，ん ある加法で，被 ・３＋９の計算 く， のまとま たを理解してい時 10 想起させ

のまと加数を分解して のしかたを考え りをつくること る。 10

まりをつ・ 計算する方法に る。 に着目して考え

くればよ２ ついて理解する ・被加数を分解 ている。。

いことにして計算する方 ◎ のまとま ◎被加数を分解10
気づかせ法について理解 りに着目して被 することのよさ

る。する。 加数をほかの数 を理解している。

・計算練習に取 の和として計算 ○ のまとま10
△小さいり組む。 を考えている。 りをつくるため

数を分け・文章題を解決 ○ のまとま に，被加数をあ10
て のする。 りに着目して１ る数の和として 10

まとまり位数＋１位数の 考えればよいこ

をつくる計算を考えてい とを理解してい

ことをブる。 る。

ロックの（ ）観察・ノート （ノート）

動きで確

かめさせ

る。

△一緒に③かあど １ ・加法の計算能 ◆計算カードを ・繰り上がりの

ブロックれんしゅ ～ 力を高める。 用いたいろいろ ある１位数どう

を操作しう ５ な活動を通して しの加法計算が，

10繰り上がりのあ 確実にできる。 ながら，

のまとまる１位数どうし ◎念頭で速く正

りをつくの加法計算の練 確に答えを導き

らせる。習をする。 出すことができ

る。

○念頭で答えを

導き出すことが

できる。

（観察）

５ 本時の指導
（１） 目標

１位数どうしの繰り上がりのあるたし算のしかたについて，１０の補数に着目して考える。

（２）評価規準・具体の評価規準
評 価 規 準 具 体 の 評 価 規 準

十分満足できる状況 おおむね満足できる状況
【関心・意欲・態度】 １０のまとまりに着目し ブロックを操作し，１０の
１０の合成・分解の学習を生か て，ブロック操作をしてい まとまりに気がついている。

し，１位数どうしの繰り上がりのあ る。
るたし算のしかたを考えようとして

（ ） （ ）いる。 発言・観察 発言・観察
【数学的な考え方】 １０のまとまりに着目し ブロックを操作し，１０の
繰り上がりのあるたし算のしかた て，加数を分けて被加数に まとまりを意識して考えてい

について，１０のまとまりに着目し たすことを考えている。 る。
て考えている。 観察・ノート （観察・ノート）（ ）
( ) 本時の展開3

◎は十分満足できる子，○はおおむね満足できる子，△は努力を要する子への支援
学習内容・活動 指導上の留意点 評価と支援過程

Ｔ１ Ｔ２ ( )【具体の評価規準】 評価方法
１ 問題を把握する。 ・絵を見せながら問題

提示を行う。
たけしさんはどんぐりを９こ，みきさんは４こひろいました。

つ あわせてなんこひろいましたか。
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・ 分かっていること」 ・ 分かっていること ・３つの要素を把握「 「
か 「求めること」に線を ・求めること」を確認 したか確認する。
引く。 させる。

む ・立式する。 ９＋４ ・どうしてたし算にす
るのか根拠を聞く。

・答えが１０より大きく ・既習のたし算との違 ・繰り上がりのない
なりそうだ。 いを見つけさせる。 たし算の式を見せ

る。
２ 課題を設定する。10

分 こたえが をこえるたしざんのしかたをかんがえよう。10
３ 解決の見通しをもつ ・ブロックを操作をし
・答え より大きい て考え，できる人は10
・方法 ブロック 図に表すように指示

図 する。

】４ 自力解決をする。 ・学級を２分し，支援計画に沿って個別指導 【 関心・意欲・態度

を行う。 １０の合成・分解
①合わせて１から数える の学習を生かし，

・操作の手順を言葉にしながらブロックを動 １位数どうしの繰□□□□□□□□□□□□□

かすように促す。 り上がりのあるた１２３４５６７８９ 10111213
し算のしかたを考

。し ②９から１ずつ数えたし ・自力解決の見取りを座席表をつかって交流 えようとしている
し合い， は発表者を決め， は△の支 （発言・観察）□□□□□□□□□ □□□□ T1 T2

ら 援にあたる。9 10111213
◎１０のまとまり

べ ③ をつくるよさを10のまとまりをつくる
説明できるよう□□□□□□□□□ □ □□□

る ・９に１をたして にさせる。10
・ と３で ○ブロック操作し10 13

・ブロックを操作しな たことを図に表
５ 学び合う。 がら，自分の考えを すように促す。
・解決のしかたを発表す 発表させる。 △１０より大きい

、る。 数を表すときは
・それぞれの考えの共 「１０といくつ」

[学び合いの視点] 通点・相違点に気づ ・一緒に活動できな の見方をするこ23
分 ○それぞれの考えを比べ かせるために，全員 い児童に付いて操 とを思い出させ

ながらよりよい解決方 で操作のしかたを確 作のしかたを教え る。
法を考える。 認する。 る。

・答えが同じ。 ・１０のまとまりをつ ・つぶやきを発言に
・ １０といくつ」とい つくるよさに気づか できるように励ま「
う見方が分かりやす せる。 す。
い。

・速く答えが出せる。 ・図にまとめる。

【 】６ 類似問題を解く。 ・類似問題を提示す 数学的な考え方
ま ・９＋６を，ブロックを る。 繰り上がりのある

操作しながら求める。 ・学級を２分し個別指導を行う。 たし算のしかたに
と ついて，１０のま

・考え方をできるだけ図にかかせる。 とまりに着目して
め ・全員で操作の確認 考えている。

をする。 （観察・ノート）
る
７ まとめる。 ・本時のまとめをする ◎１０のまとまり

１０のまとまりをつくるとよい。 をつくる操作を
。言葉で書かせる



- 6 -

７ ○ブロック操作し
分 たことを図に表

すように促す。
△１０といくつに
なるかブロック
を操作させる。

８ 学習を振り返る。
ひ ・自己評価シートに記入 ・観点に沿って学習を ・指示に従って記入
ろ する。 振り返らせる。 しているか確認す
げ る。
る ９ 次時の学習内容を知 ・計算のしかたを言葉

る。 でまとめ，計算練習
５ をすることを伝え
分 る。

（４）板書計画
もんだい かだい まとめ

１０のまとまりをつくるとこたえが をこえるたしざんの10
よい。絵 しかたをかんがえよう。

９ ＋ ４ ９ ＋ ６たけしさんはどんぐりを９こ、

○○○○○○○○○ ○ ○○○ ○○○○○○○○○ ○ ○○○○○みきさんは４ころいました。

５あわせてなんこひろいましたか。 ９に１をたして ９に１をたして10 10３

10 13 10 15しき ９＋４＝１３ と３で と５で
こたえ １３こ

① ② ③
みとおし
・ぶろっく 子どもの考え 子どもの考え 子どもの考え
・ず


